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坐骨神経	
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正常な腰椎MRI	
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坐骨神経痛を起こす主な疾患	


a.   腰椎椎間板ヘルニア	
  

b.   脊柱管狭窄症	
  

c.   腰椎すべり症	
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腰椎椎間板ヘルニア	
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ヘルニアによる神経圧迫図	
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ヘルニア・MRI	
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ヘルニア・MRI	
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腰椎椎間板ヘルニアの	
  
自然経過	


•  ヘルニア塊は身体が吸収していき、
時間と共に縮小する	
  

•  縮小すれば神経の圧迫が取れて神
経痛は軽減する。	
  

•  その間の痛みが我慢できれば手術し
なくても自然に改善する	
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※ヘルニアの要注意症状	
  
（手術が必要な症状）	


①  下肢筋力低下	
  
ü  足に力が入りにくい	
  
	
  

②  膀胱直腸障害	
  
ü  尿・大便が出にくい	
  
ü  尿意・便意を感じにくくなった	
  
　　　　　　　↓	
  

緊急手術が必要	
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腰部脊柱管狭窄症の主な症状	


①  間欠破行	
  
長い距離を歩いていると足がだるくなっ
てきて、歩き続けられない	
  

②  下肢痛	
  
神経根が圧迫されている場合に生じる	
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坐骨神経痛に対する主な鎮痛薬	


1.   非ステロイド性消炎鎮痛剤（NSAID）	
  
2.   アセトアミノフェン	
  
3.   生物組織抽出物（ノイロトロピン®）	
  
4.   プレガバリン（リリカ®）	
  
5.   麻薬類似性鎮痛薬	
  
6.   麻薬性鎮痛薬	
  
7.   補助薬	
  

a.   抗うつ薬	
  
b.   抗てんかん薬	
  
c.   抗不整脈薬	
  
d.  漢方薬	
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非ステロイド性消炎鎮痛剤（NSAID）	
  
	


•  もっとも一般的な鎮痛剤	
  
•  炎症物質（シクロオキシゲナーゼ）の産生を阻

害し、鎮痛効果を発揮する。	
  
•  副作用	
  

ü  胃潰瘍　⇒　胃薬を併用することが多い	
  
ü  喘息の誘発	
  

•  胃潰瘍を軽減させるCOX-­‐2阻害薬という改良
型も使用されている。	
  
l  モービック®	
  
l  セレコックス®	
  
l  オステラック®　　　等	
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アセトアミノフェン	


•  古典的な鎮痛薬	
  
•  安全性はNSAIDに比べ高い	
  
•  副作用	
  

ü  喘息を誘発する恐れがある	
  
ü  胃潰瘍	
  
※いずれもNSAIDsよりは低い	
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ノイロトロピン®の特徴・用途	


ü 効果は若干弱いが、副作用が少ない
ので使いやすい。	
  

ü 慢性の疼痛に使用することが多い。	
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プレガバリン（リリカ®）	


•  元々は抗てんかん薬として開発された。	
  
•  てんかん患者に使用しているうちに神

経痛にも効果がみられた。	
  
•  脳内の神経接合部の伝達を抑制し、　

神経の興奮を抑制する。	
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プレガバリンの副作用	


•  吐き気・嘔吐　　⇒　制吐剤	
  
•  傾眠	
  
•  めまい	
  

	
  
※吐き気、嘔吐、傾眠、めまいは内服開
始直後に症状が強いが３日間程で体が
慣れてきて軽くなる。	
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麻薬類似性鎮痛薬	


a.   トラマール®　（トラマドール）	
  

b.   トラムセット® 	
  	
  

　トラマドールとアセトアミノフェンの配合剤	
  

c.   ブプレノルフィン（ノルスパン®）	
  

　経皮吸収剤（シール）	
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麻薬類似薬の副作用	


•  便秘　　　　　　　⇒　緩下剤	
  
•  吐き気・嘔吐　　⇒　制吐剤	
  
•  傾眠	
  
•  めまい	
  
•  呼吸抑制	
  

	
  
※吐き気、嘔吐、傾眠、めまいは内服
開始直後に症状が強いが３日間程で
体が慣れてきて軽くなる。	
  
便秘は改善しにくい	
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麻薬の特徴	


•  最も強力な鎮痛薬。	
  
•  従来は癌末期の疼痛抑制に使用されてきた

が、慢性の強い疼痛にも適応となった。	
  
•  法律で厳しい管理が義務付けられている。	
  

ü  使用量、残量の報告	
  
ü  使用しなかったときは返却しなければならない。	
  
ü  破損、紛失でも届出が必要。	
  



　	


　　 トラムセット 
	


     （トラマドール）	

 

●μオピオイド受容体 
   作動作用 
●セロトニン・ 
   ノルアドレナリンの 
　 再取り込み阻害作用 
	


 （アセトアミノフェン）	

 

　　　●痛覚閾値の上昇	


ノイロトロピン	

	


●下行性疼痛抑制系の活性化	


　　　　　　　　　　リリカ　　 
●Caチャンネルα2δサブユニットに結合し、 
　 Caイオンの流入を抑制	


疼痛治療薬の作用点	


　	


　	


ノルスバンテープ 
	


  （ブプレノルフィン）	

 

●μオピオイド受容体 
   作動作用 
	


ノルスパンテープ 
	


  （ブプレノルフィン）	

 

●μオピオイド受容体 
   作動作用 
	


デュプロテップ　　　
MTパッチ	


  （フェンタニル）	

 

●μオピオイド受容体 
   作動作用 
	


消炎鎮痛剤	

	


●シクロオキシゲナーゼ阻害	
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まとめ	


•  鎮痛薬は、ここ数年で新しいタイプがいく
つか発売されており、治療の選択肢が増
えている。	
  

•  坐骨神経痛は鎮痛薬などで痛みが我慢で
きれば手術は必ずしも必要ではない。	
  

•  鎮痛剤の効果は個人差があり、ある薬剤
は効かなくても他の薬剤が効くことも多い
ので、根気よく自分に合う薬を探していくこ
とが必要。	



